
『かさじぞう』 日本昔話
瀬田貞二再話 赤羽末吉画 福音館書店

『スーホの白い馬』 モンゴル民話
大塚勇三再話 赤羽末吉画 福音館書店 赤羽 茂乃氏

赤羽末吉氏の三男の妻。 1990 年赤羽末吉氏他界後は、 
夫の研三氏とともに、残された資料の整理に携わり、
画家の軌跡と作品について調査を重ねる。 2020 年に
『絵本画家赤羽末吉 スーホの草原にかける虹』を刊行。
赤羽末吉研究の第一人者として、 その生涯と作品の魅
力を伝えるために各地で講演活動を行っている。 
横浜市在住。

講
師

2025年

午後 2 時から午後 4 時まで
 ( 開場午後 1 時 30 分 )

12月7日 ( 日 )

港南区役所 6 階 601・602 会議室
横浜市営地下鉄 「港南中央」駅徒歩 2 分

日
時
・
会
場

参加無料

電子申請でお申し込み下さい
ご提供いただいた個人情報は、
本講演会のみ使用します。

申
込
方
法 申込はこちらから

（電子申請フォームへ）

2025年10月1日 (水)から11月14日 (金 )まで
手話・筆記通訳をご希望の方は、10月 31 日 ( 金 ) までにお申し込みください。

申込期間

どなたでも対象

70 名 ( 応募多数の場合は抽選。参加の可否は、11月下旬頃までにご連絡します )定員

̶ 子どもは絵本で人生体験をするんです ̶̶ 子どもは絵本で人生体験をするんです ̶
赤羽末吉の人生と絵本赤羽末吉の人生と絵本
あか すえば きち

『スーホの白い馬』 などの作品で知られる絵本画家・赤羽末吉氏は、50歳で初めての
絵本作品『かさじぞう』を出版し、その後、 長く読み継がれる数多くの作品を遺しました。 
その起伏に富んだ生涯と道のり、子どもたちに贈る絵本作りへの情熱やその人柄を、 

家族として十一年間を過ごした赤羽茂乃さんにお話しいただきます。

イベントの詳細▶▶ 港南区読書活動推進講演会 検索

問合せ先  港南区地域振興課　電話  045-847-8396　FAX  045-842-8193
主催  港南区役所・横浜市港南図書館

令和 7年度 港南区読書活動推進講演会

港南図書館
マスコットキャラクター
こうなんうさぽん


